
　川崎市・殿町国際戦略拠点「KING SKYFRONT」の第
３期施設であり、同エリアの中核事業となる「ものづ
くりナノ医療イノベーションセンター（iCON＝innova 
tion Center of Nanomedicine）」が、2014年度の運営開
始をめざし、現在整備を進めています。同センターで
は、高齢化による医療経済的影響、また増大の一途を
辿る医療費や医療資源の抑制、新興国における新た
な医療市場の創出など、多岐にわたるグローバルな
社会的課題をテーマに取り組みます。
　iCONの研究リーダーであり、ナノ医療の権威であ
る東京大学の片岡一則教授がプロジェクトチームを牽
引。高コストな高度先端技術医療から、均質・高付加
価値な「エコ医療」の実現をめざし、世界をリードす
る研究施設となることを目指しています。

　iCONの最大の魅力は、これまで国内では実現でき
なかった運営体制にあります。産学連携による事業は
今までにも行われてきましたが、一つの大学が主体と
なり、複数の企業との連携を図るのが主流でした。し
かしiCONでは、公益財団法人川崎市産業振興財団が
主体となり、東京大学・東京工業大学など複数の大学、
また富士フイルム、ニコンなど複数の企業が共同で研
究開発を行うことになります。さらに特徴的なのは、
こうした国内外のトップ機関が「アンダー・ザ・ワン・
ルーフ」体制のもと、互いの垣根を越え、より効果的・
効率的に研究を行うというスタイルを取り入れたこ
と。これこそが日本初の運営体制です。この体制を
導入したことにより、今まで以上に大きな成果が望
めることはもち
ろん、医療にお
ける変革を先導
する国際拠点と
しての期待が、
ますます高まっ
ています。

     川崎・キング スカイフロント発！　
難病治療に革新をもたらす

「ナノ医療」研究開発拠点形成
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ものづくりの強みを活かし、
社会・医療ニーズにつなげる
新システムの中核「iCON」

日本初の運営体制導入
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多摩川沿い北側からの外観パース

鳥瞰パース第1期中核施設
「実験動物中央研究所」

●
羽田空港

 第3期中核施設
「iCON」

●

●第2期中核施設「LiSE」

●



DDSのイメージ

 「10億分の１」の量を表し、分子やDNAの大きさに相当する「ナノ」。こ
の途方もなく小さなものを扱う技術＝ナノテクノロジーは、様々な
分野での応用が進んでおり、今年６月には、片岡一則東京大学教授
の率いる研究チームが、このテクノロジーを活用した膵臓がんへの
標的治療に成功、大きな話題を呼びました。これは、標的となる組
織のみに薬を運び、必要量をタイミングよく放出させる「ドラッグ
デリバリーシステム（DDS）」という技術を活用したもの。膵臓がんを発症させた遺伝子改変マウスに対し
治療を行ったところ、一般の抗がん剤治療では、70日後の生存率が20％でしたが、DDSによる治療では全
てのマウスの生存に成功したのです。がんの中でも５年生存率が最も低い膵臓がんの治療効果が明らか
となったこの研究は、医療界に大きな一石を投じるニュースとなりました。

「キング スカイフロント発のナノ医療」の根底には、アンダー・ザ・ワン・ルーフのもと、研究・開発を行うチームと、
そこで生み出された結果を産業化し、世の中へと送り出していく実装チームが連携するという画期的なスタイルがあります。

この連携により、社会が抱える医療課題の早期解決の促進と、より高度な治療や予防の実現を目指しています。
そして、このiCONにおいてナノ医療研究を率いるのが、片岡一則教授。片岡氏は政府による最先端研究開発プログラム

「FIRST*」にも選出されており、iCONにおいて以下の５項目の開発に取り組みます。

【iCONにおける研究開発テーマ】
がん細胞に選択的に結合することができる、ナノメートルサイズの薬物キャリアを使った、がん
幹細胞の標的治療
血液脳関門を通過できる機能性ミセルを使用した、アルツハイマー病などの神経系疾患の治療
常温で長期保存可能なナノワクチンの開発
入院期間の短縮を実現する低侵襲性のケミカルサージェリー（体内の特定の位置で超音波照射に
よって薬物を活性化する等）を実現するドラッグデリバリープラットフォームと医療機器の融合
ポイントオブケア診断機器（ナノ加工技術による携帯型のマイクロRNAや特異的酵素の検出シス
テム等）の開発

【ナノ医療がもたらす医療・社会・産業イノベーション】

医療的インパクト
● がん、アルツハイマー病の大規模根本治療実
　現による健康寿命の延伸
● ナノワクチン備蓄・先制的在宅診断の普及に
　よる安全・安心社会の構築

医療経済的インパクト
● 経済合理性と均質性に優れた高品質ナノ医療
　の普及による医療格差の解消と世界最高水準
　の国民皆保険制度を維持・発展
● 再生医療等の最先端医療技術のコスト低減・
　アクセス拡大に貢献

産業的インパクト
● ナノ医薬品・医療機器の世界標準獲得により
　我が国の医療産業の国際的競争力を強化
● ものづくりベンチャー・クラスター構築で、
　京浜工業地帯をグローバル医療産業フロント
　に転換

波及効果
● 高付加価値先端ものづくり製造の国内回帰と
　貿易赤字の解消
● 羽田の物流ネットワーク活用による経済成  
　長・雇用拡大の実現
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「ナノ医療」とは

iCONにおけるナノ医療の研究開発事業

＊わが国の産業、安全保障等における中長期的な国際的競争力、底力の強化とともに、研究開発成果の社会への還元を図ることを
　目的として創設されたのが、研究者最優先の研究支援制度「最先端研究開発支援プログラム（FIRST）」です。
※Funding Program for World-Leading Innovative R&D on Science and Technology



　現代のような情報ツー
ルがなかった19世紀で
は、「基礎研究」と「応用
研究」は完全に分離され
ていました。しかし今は
情報社会。基礎と応用の
研究者が交わることで、
新しい発想が生まれるは
ずです。そして、このキング スカイフロントがオープン
イノベーションの場となり、発想を具現化し製品化して
いくのがiCONの主要な役割だと思っています。
　様々な大学や企業がこの地に集結し、互いに違う価値
観をぶつけ合ってこそ、新たな発想やブレイクスルーが
生まれます。つまり「ここまでは大学」「ここからは企
業」といった分断の概念を排除し、誰もが製品化するま
での全過程にコミットすべきなのです。これまでの日本
の産学連携に欠けていたのは、こうした部分でしょう。
　このキング スカイフロントには、多種多様な産業を引
き寄せるための求心力があると感じています。また、飛
行機でひとっ飛びで来ることができるこの地は、世界的
に見ても非常に魅力的だと言えます。今後川崎は、メル
ティング・ポットとなっていくでしょう。

　キング スカイフロントは、様々なチャンスを生み出すための「箱」。そしてこれからが本格的な「中身づくり」です。
新しいものが生み出しにくくなっている今こそ、特に融合が難しいとされている医療分野でも、研究機関同士がタッ
グを組めるよう改革すべきです。自分たちの領域内でじっとしていては、何も始まりません。「ハングリー精神」を大
切に、新たな可能性を探求していきたいと思っています。
　また、研究だけのイノベーションだけでなく、ビジネスのイノベーションも絶対的に不可欠です。どちらもうまく
組み合わせて行けるような場所にしていきたいですね。

　目の前に空と海の玄関を持つ絶好の地・川崎は、情報の発信と受信の基地であり、また世界のトップに立つための
新天地です。ここはまさに、現代の「出島」だと思っています。この出島は、世界に向けてショウを見せる大舞台で
あり、みんなでスピード感あふれるステージをつくっていかなければいけない。
　1936年からレントゲンフィルムの生産をはじめ、以来73年にわたり医療現場と向き合ってきた私たちは、これまで
培ってきた「知」という価値を次世代につないでいくことを使命としながら、世界に貢献できるモノづくりに挑戦し
続けたいと考えています。

　アイソトープに関する利用技術の向上と普及等を行う、
公益社団法人日本アイソトープ協会が、平成26年度の着工
を目指し、キングスカイフロントの地に進出します。アイ
ソトープとは、放射線を放出する物質で、がん治療を主と

する医療や農業など幅広い分野で使われています。アイソ
トープの供給から、回収・処理までの一貫した活動を展開
する同協会の、「試験・研究開発」「供給関連業務」「普
及啓発」などの機能が移転する予定となっています。
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「日本アイソトープ協会」キング スカイフロントに新参入！

iCON
拠点マネジメント

研究組織

製品化に向けた産官学連携

学
術
・
国
立
研
究
機
関

産
業
部
門

東京大学
東京工業大学
東京女子医科大学
国立がん研究センター
実験動物中央研究所
慶應義塾大学

富士フイルム株式会社
株式会社ニコン
ナノキャリア株式会社

研究機関同士の融合で、新たなチャンスを

キングスカイフロントを「現代版〝出島〞」に 富士フイルム株式会社　戸田 雄三

ナノキャリア株式会社　中冨 一郎

違う価値観がぶつかり合い、
新しい発想やブレイクスルーが
生まれる街 東京大学教授　片岡一則

〈研究リーダー・代表研究者〉
片岡一則（東京大学）

〈プロジェクトリーダー〉
木村廣道（川崎市産業振興財団）

iCONを支える世界屈指のメンバー
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殿町国際戦略拠点キング スカイフロントでは、
地域のみなさんとの交流をはかるために様々なイベントを予定しています。
そしてこの夏も、大人から子どもまで楽しめる「科学イベント」が開催され、
たくさんの親子が会場に集まってくれました！
新施設「iCON」に加え、国内初となる新たな取り組みも発表され、
ますます盛り上がりを見せているキング スカイフロントの模様を、
Okapiがレポートします！
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ロ
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イ
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立
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た
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と
い
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た
声
か
ら
、
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命
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切
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が
分
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た
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人
間
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ラ
ダ
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思
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だ
け
ど
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ゴ
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と
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え
て
き
ま
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た
。
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今
年
４
月
、
自
治
体
の
あ
る
取
り
組
み
が
大

き
な
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
そ
れ
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京
浜
臨
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部
ラ
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イ
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ベ
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シ
ョ
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国
際
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略
総
合

特
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エ
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ト
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ア
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ク
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あ
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田
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跡
地
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る
大
田
区
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が
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区
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連

携
を
含
む
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業
連
携
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関
す
る
基
本
協
定
を
締

結
し
た
も
の
で
、
特
区
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の
連
携
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つ
い
て
自

治
体
間
で
協
定
を
締
結
す
る
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は
全
国
初
の
試
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で
も
あ
り
ま
す
。
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田
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に
、
先
端

医
療
の
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究
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発
の
た
め
、
製
薬
会
社
や
研
究

機
関
が
続
々
と
キ
ン
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ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
へ
の

進
出
を
予
定
し
て
い
る
川
崎
市
と
、
医
療
機
関

と
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
と
の
連
携
を
推
進
し
、

多
く
の
町
工
場
が
医
療
関
連
機
器
の
開
発
を
進

め
て
い
る
大
田
区
と
が
融
合
す
る
こ
と
で
、
早

期
具
現
化
・
商
品
化
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
協
定
に
よ
り
生
ま
れ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
日
本
経
済
の
み
な
ら
ず
、
国
際
社

会
へ
も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

「互いの強みを生かして」 川崎市と大田区が産業連携

Okapi：ミュージシャン（スティールパン奏
者）。洗足学園音楽大学在学中にスティー
ルパンバンド『Pan Pop Paradise』結成。演
奏活動の他、川崎市広報番組のレギュラ
ーを務め、川崎を拠点に幅広く活動中。
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